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分室 MON TUE WED THU FRI SAT SUN 

東 休 休 〇 休 〇 〇 〇 

西 休 休 〇 〇 休 〇 〇 

南 休 休 〇 休 〇 〇 〇 

北 休 〇 休 休 〇 〇 〇 

富士見 休 〇 休 〇 休 〇 〇 

大橋 休 〇 休 〇 休 〇 〇 

※3/18(水)~3/31(火)図書館システム更新のため全館休館します 

分室カレンダー 

 

中央カレンダー 
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MON TUE WED THU FRI SAT SUN 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28  

 

鶴ヶ島市立図書館 ▲ホームページ 

X：@ t_roncyan 

Facebook：@tsurugashimalibrary 

◆図書館ホームページ  

https://www.tsurugashima-

lib.jp/ 

※右の QRコードからもご利用

いただけます。 

鶴ヶ島市立図書館公式 SNS 

●イベント・展示会   

2/4 大人のためのおはなし会 

2/8 絵本読み聞かせ講座 

2/25 ヒッポファミリークラブ 

2/27 図書館座シネマ 

2/28 子ども図書館座シネマ 

  

  

  

  

 

切り絵/渡辺 洋子さん 

◆中央図書館 

〒350-2223  

鶴ヶ島市高倉 1247-1 

049-271-3001 

火～日曜日 

午前 9時～午後7時 

※月曜日が祝日にあたる 

場合は開館 

  

3/1 CD コンサート 

3/4∼8 花水木展 

3/7 認知症サポーター養成講座 

3/11 ヒッポファミリークラブ 

3/11∼15 絵画サークル太陽 

  

  

  

  

  

 

◆若葉駅前カウンター 

〒350-2201  

若葉ウォーク 1階 

若葉駅前出張所内 

月～日曜日 

午前 9時～午後 9時 

 

 2025 年のこどもの読書週間は、「子ども読書
の日」である 4 月 23 日(水)から 5 月 12 日
（月）までの 3週間です。 
こどもの読書週間は、子どもたちに読書の楽し
さや奥深さを伝えるための特別な期間です。 

今年の標語は、「あいことばは ヒ・ラ・ケ・ホ・
ン！」という素敵な言葉です。 

Information 

 

Topic 
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      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31      

 

蔵書点検・メンテナンス休館のお知らせ 

図書館まつりリサイクル市売り

上げ発表・利用者アンケート 

https://twitter.com/t_roncyan
https://www.tsurugashima-lib.jp/
https://www.tsurugashima-lib.jp/
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イベント活動報告 
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ジムは、トレーラーで集団移動しながら暮らす<パヴィー>

の少年。アイルランドの小さな集落で学校に通いはじめる

が、偏見や差別、不良たちからの暴力に苦しむ。そんな中、

周囲から浮いている少女、キットと親しくなるが…。 

崖の上のヒバリたち 

世界の現在がわかる イスラエル 

片山 将／著 宮路 秀作／監 

旅する作家まつむら／著 

秀和システム新社 2025.12 

請求記号：302 カ 

イスラエルの「現在」にスポットを当て、歴史や今抱え

る問題、イノベーションの精神、多層的な文化、暮らし

などをイラストや写真とともにわかりやすく紹介。若者

に人気のスポットなども取り上げる 

 私の戦後 80年、そしてこれからのために   

岩波書店編集部／編 岩波書店 2025.12 

請求記号：304ワ 

su 「戦後 80 年」となる 2025 年は、“生身の戦後”を語り得

る最後の節目。戦争体験者の 100 歳から 19 歳の大学生ま

で、さまざまな世代の、多様なバックグラウンドを持つ 45

人が「いま語りたいこと」を寄せたメッセージ集。 

内容紹介文は TOOLi より引用 

東京創元社 2025.12 

請求記号：93ダウ 

イベント活動報告 

シヴォーン・ダウド／著 

エマ・ショード／絵 宮坂 宏美／訳 
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鶴ヶ島風土記 図書館で活動している団体紹介 

かみしばいの会 

 

鶴

ヶ

島

風

土

記 

十

 

路

傍

の

馬

頭

観

音

参

り 

 

馬
頭
観
音
は
、
観
音
様
の
変
化
像
で
、

六
観
音
の
一
尊
に
数
え
ら
れ
る
観
音
菩

薩
で
す
。
他
の
観
音
が
柔
和
な
慈
悲
相
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
目
を
吊
り
上
げ
た
忿

怒
の
形
相
か
ら
、
馬
頭
明
王
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
六
道
の
一
つ
で
あ
る
畜
生
道
の
衆

生
を
救
う
観
音
で
あ
り
、
ま
た
江
戸
時
代

に
は
馬
や
家
畜
の
守
護
仏
と
す
る
民
間

信
仰
が
広
ま
っ
て
路
傍
や
馬
捨
場
に
は
馬

頭
観
音
を
祀
っ
た
石
仏
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。 

 

現
在
、
鶴
ヶ
島
市
内
に
は
江
戸
時
代
に

講
中
や
個
人
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
馬
頭

観
音
が
二
八
尊
確
認
さ
れ
て
お
り
、
農

耕
・
荷
役
馬
と
し
て
活
躍
し
た
地
域
の
馬

事
文
化
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

・
五
味
ケ
谷
松
前
原
の
馬
頭
観
音 

 

宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
、
五
味
ヶ
谷
講
中

三
二
人
に
よ
る
造
立
で
、
市
内
最
古
の
馬

頭
尊
で
す
。
五
味
ヶ
谷
は
明
治
期
に
素
封

家
が
開
い
た
競
馬
場
（
伊
流
競
馬
山
）
が
あ
り
、

馬
事
の
盛
ん
な
地
域
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
造
立
。
旧
高
倉
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
入
口
前
に
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
付
近
は
往
時
、
中
新
田
村
・
上
新

田
村
・
高
倉
村
の
三
村
共
有
の
山
林
で
、
斃

死
し
た
馬
の
捨
場
や
焼
場
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
頭
上
馬
面
に
三
面
八
臂
の
立
像
は
、
儀

軌
通
り
忿
怒
の
形
相
で
あ
り
な
が
ら
も
、
合

掌
し
た
手
と
、
吊
り
上
が
っ
た
目
は
瞑
目
し

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。 

 

参考文献 

『鶴ヶ島の石造物』 鶴ヶ島市教育委員会 平成10年 

『ふるさと鶴ヶ島』 高篠喜一編 昭和５６年 

今
年
、
令
和
八
年
は
十
二
支
で
午
年
で
す
。 

市
内
の
馬
頭
観
音
か
ら
、
馬
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

・
斃
馬
捨
場
の
馬
頭
観
音 

安
永
十
（
一
七
八
一
）
年
造
立
。
脚
折

村
中
の
馬
の
病
気
回
復
と
安
全
を

祈
願
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

す
。
馬
頭
観
音
の
建
つ
あ
た
り
は
交
通
の
要

所
で
、
大
正
期
に
は
乗
合
馬
車
の
駅
が
あ
り

ま
し
た
。
現
在
、
馬
頭
尊
は
庚
申
塔
と
共
に

保
存
会
に
よ
っ
て
美
化
活
動
が
行
わ
れ
、
守

ら
れ
て
い
ま
す
。（
文
・写
真
／
市
之
瀬
） 

・
脚
折
の
馬
頭
観
音 

市
内
の
馬
頭
観
音
の
所
在
地
に

つ
い
て
は
、
つ
る
が
し
ま
文
化
財

マ
ッ
プ
を
参
照
く
だ
さ
い
。 


